
新たな山鹿が歩み出して初めての春。春といえばこの祭りを外すことはできないで
しょう！今年も、温泉祈祷祭から始まり、湯寿の舞、御幸式行列、市民総踊り「陽・
謡・踊」、伝説力くらべ綱引きなど、多彩な催しが盛りだくさん。
この賑わいを未体験のあなた、来年の春、ぜひ来てみてください！
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▲湯笹でお湯で無病息災 ▲温泉の恵みに感謝して。湯寿の舞

▲伝説力くらべ綱引き

▲かわいらしい稚児行列 ▲各町内から華やかな屋台車

市民総踊り「陽・謡・踊」
▲
▼

▲
▼

▲古式ゆかしく。御幸式



合併にともない各種委員会の新委員が誕生しました。このページでは、それぞれの委員会
の役割と新委員の紹介をお伝えします。

k
地方教育行政の組織と運営を定める法律によって市に

設置される行政委員会の一つです。また、合議制の執行
機関で、５人の教育委員で構成されますが、現在は一人
欠員の４人で組織されています。

これら教育委員の合議により、学校教育や社会、文化、
体育などに関する基本的な方針や施策が決められ、教育
長が事務局を統括しながら、様々な施策を行います。
k
教育委員長 佐伯　穎二（北谷［鹿央］）
委員長職務代理者 中川　�男（小嶋［鹿本］）
教育委員 島北　皎誓（椎持［鹿北］）
教育長 田中　宏　（鹿校通［山鹿］）

k
地方公務員法等の規定により、職員の権利保護と公正

な人事権の行使を保障するために、職員の給与、勤務時
間やその他の勤務条件に関する要求を審査し、必要な措
置を行います。また、職員の不利益処分についての不服
申立てに対して裁決・決定を行います。
k
委員長 生野　正隆（津留［山鹿］）
委員長職務代理者 那須　篤子（御宇田［鹿本］）
委　員 佐藤　公俊（宮原［菊鹿］）

k
市民の貴重な税金が市の行政事務に適正・効率的に使

われているかどうか、行財政全般にわたりチェックしま
す。監査委員は市長から独立した機関です。基本的に各
委員（２名）が独立・対等の立場にあり、監査結果報告
などは合議で決めるという特徴があります。
k
議会選出監査委員 森　久雄（古閑［山鹿］）

k
固定資産課税台帳に登録された価格に関する不服を審

査するために設置され、５人の委員で構成されます。
k
委員長 古川　憲一（岩野［鹿北］）
委　員 木村　實　（泉町［山鹿］）
委　員 松本　英亮（上内田［菊鹿］）
委　員 小原　國男（小柳［鹿本］）
委　員 平川　征児（広［鹿央］）

k
農地の権利移動や農地転用、小作地の所有制限、農地等

の賃貸借解約、標準小作料の設定、和解の仲裁、そのほか
農地法にもとづく様々な事務を行います。
k

一森　房夫（津留［山鹿］）
吉岡義一郎（平山［山鹿］）
坂本　憲勇（保多田［山鹿］）
原田　義明（志々岐［山鹿］）
松本　隆男（下吉田［山鹿］）
富田　英明（藤井［山鹿］）
渕上　一幸（久原［山鹿］）
中満　達也（多久［鹿北］）
太田黒鐵郎（岩野［鹿北］）
稲葉　和弘（芋生［鹿北］）
古閑　和男（五郎丸［菊鹿］）
井手上　廣（木野［菊鹿］）
飯川　誠一（山内［菊鹿］）

k
国や地方公共団体の選挙に関する事務を管理するため設

置される合議制の執行機関です。選挙が公正に行われるよ
うに、市長から独立した機関として設置され、議会で選挙
された４人の委員により構成されます。

選挙管理委員会では、毎月委員会を開き、選挙人名簿の
調製等を行うほか、明るい選挙推進の啓発も行っています。
k
委員長 高田　茂　（来民［鹿本］）
委員長職務代理者 大道　博信（上吉田［山鹿］）
委　員 吉良　節哉（岩原［鹿央］）
委　員 古川　紀夫（四丁［鹿北］）
補充員 田中　憲一（宮原［菊鹿］）
補充員 長瀬　幸助（中［山鹿］）
補充員 井上　中　（山鹿［山鹿］）
補充員 長瀬　洋子（杉［山鹿］）

お問い合わせは、
教育委員会　…　教育総務課　1４３‐１６３８
公平委員会・監査委員

…　監査委員事務局　1４３‐１５９６
固定資産評価審査委員会

…　税務課（ 本庁） 1４３‐１１２０
農業委員会　…　農業委員会事務局　 1４３‐１６１４
選挙管理委員会

…　選挙管理委員会事務局　1４３‐１５９４

赤星　眞治（松尾［菊鹿］）
冨田　忠男（津袋［鹿本］）
永田　隆男（分田［鹿本］）
大木　博伸（来民［鹿本］）
江藤　克巳（千田［鹿央］）
中山　隆文（岩原［鹿央］）
山下　春男（合里［鹿央］）
吉良　節哉（岩原［鹿央］）
竹熊　清隆（下吉田［山鹿］）
吉里　直哉（上内田［菊鹿］）
鬼塚タエコ（四丁［鹿北］）
阿蘇品廣幸（中［山鹿］）
川崎　智子（南島［山鹿］）



■議案第35号　菊池市と山鹿市の国営造成施設管理体制
整備促進事業に係る事務の事務委託の廃止について

…可決
■議案第36号　菊池市と山鹿市の国営造成施設管理体制

整備促進事業に係る事務の事務委託について　…可決
■議案第37号　平成16年度山鹿市一般会計予算　…可決
■議案第38号　平成16年度山鹿市国民健康保険事業

特別会計予算　　　　　　　　　…可決
■議案第39号　平成16年度山鹿市老人保健事業

特別会計予算　　　　　　　　　…可決
■議案第40号　平成16年度山鹿市農業集落排水事業

特別会計予算　　　　　　　　　…可決
■議案第41号　平成16年度山鹿市介護保険事業

特別会計予算　　　　　　　　　…可決
■議案第42号　平成16年度山鹿市・植木町介護認定審査

事業特別会計予算　　　　　　　…可決
■議案第43号　平成16年度山鹿市簡易水道事業

特別会計予算　　　　　　　　　…可決
■議案第44号　平成16年度六郷財産区特別会計予算

…可決
■議案第45号　平成16年度城北財産区特別会計予算

…可決
■議案第46号　平成16年度稲田財産区特別会計予算

…可決
■議案第47号　平成16年度稲田六郷財産区特別会計予算　

…可決
■議案第48号　平成16年度山鹿市水道事業会計予算

…可決
■議案第49号　平成16年度山鹿市病院事業会計予算

…可決
■議案第50号　平成16年度山鹿市下水道事業会計予算

…可決
■議案第51号　山鹿市国民健康保険税条例の一部を

改正する条例　　　　　　　　　…可決
■議案第52号　平成17年度山鹿市一般会計暫定予算

…可決
■議案第53号　平成17年度山鹿市国民健康保険事業

特別会計暫定予算　　　　　　　…可決
■議案第54号　平成17年度山鹿市老人保健事業特別会計

暫定予算　　　　　　　　　　　…可決
■議案第55号　平成17年度山鹿市用地先行取得事業

特別会計暫定予算　　　　　　　…可決

■議案第56号　平成17年度山鹿市農業集落排水事業
特別会計暫定予算　　　　　　　…可決

■議案第57号　平成17年度山鹿市介護保険事業
特別会計暫定予算　　　　　　　…可決

■議案第58号　平成17年度山鹿市・植木町介護認定審査
事業特別会計暫定予算　　　　　…可決

■議案第59号　平成17年度山鹿市簡易水道事業
特別会計暫定予算　　　　　　　…可決

■議案第60号　平成17年度六郷財産区特別会計暫定予算　
…可決

■議案第61号　平成17年度城北財産区特別会計暫定予算　
…可決

■議案第62号　平成17年度稲田財産区特別会計暫定予算　
…可決

■議案第63号　平成17年度稲田六郷財産区特別会計
暫定予算　　　　　　　　　　　…可決

■議案第64号　平成17年度山鹿市水道事業会計暫定予算　
…可決

■議案第65号　平成17年度山鹿市病院事業会計暫定予算　
…可決

■議案第66号　平成17年度山鹿市下水道事業会計
暫定予算　　　　　　　　　　　…可決

■議案第67号　訴えの提起及びこれに付随する申立てに
ついて　　　　　　　　　　　　…可決

■議案第68号　損害賠償の額を定めることについて
…可決

■議案第69号　公平委員会委員の選任について　…同意
■議案第70号　公平委員会委員の選任について　…同意
■議案第71号　公平委員会委員の選任について　…同意

■議員提出議案第４号　農業委員会委員の推薦について　
…可決

■議員提出議案第５号　農業委員会委員の推薦について　
…可決

■議員提出議案第６号　農業委員会委員の推薦について　
…可決

■議員提出議案第７号　農業委員会委員の推薦について　
…可決

＊なお、この議案書全文は、市役所ホール「情報プラザ」
に置いてあります。自由にご覧いただけます。

＊お問い合わせは議会事務局（1４３‐１６３４）
および本庁総務課法令文書係へ。（1４３‐１１１７）

平成17年（第２回）市議会３月定例会は、３月８日に開会し、３月29日までの22日間の日程で開かれました。

今議会では条例や予算など議案33件（条例１件、予算29件、その他３件）と議員提出議案４件を審議。

さらに議案４件が追加上程され審議されました。

その結果は次のとおりです。



このまちの

あんなこと

こんなこと満載！

老朽化に伴い、六郷小学校のプールが改修され、その落
成式が行われました。

喜びのことばで児童代表の飯川麻結さんが「プールの取
り壊しを見ていると寂しい思いもしましたが、新しいプー
ルができ今年の目標ができました。」と話していました。

思い出深い森があった場所にプールができたため、森も
新たな場所に移され生まれ変わりました。

また、プール横にある倉庫には、卒業を迎えた６年生の
卒業制作として絵が描かれました。今年の夏には新しいプ
ールへ向かう生徒たちを出迎えてくれます。

「かもとお花見まつり」の中の一つで、大正期に建てら
れた松永家別邸で、６回目になる春のお茶会がありました。

お茶会では、鹿本高校生が点てたお茶が「一服どうぞ」
と来場者にふるまわれる中、山鹿灯籠踊り・マンドリン演
奏なども披露され、普段は静かな洋館が春雨の中多くの人
で賑わいをみせました。

訪れていた女性は「毎年来ていますが、雨が降ったのは
初めてです。庭でお茶がいただけないのが残念です」と話
していました。

今年は桜の開花が遅くなりましたが、例年満開の時期に
は、門から玄関までの石灯籠のある桜並木が見事な「桜の
トンネル」となります。また、松永邸からゆ～くんちまで
人力車が快走しました。

和菓子の製作実演もあ
りました

…松永邸春のお茶会　３月27日　松永家別邸（鹿本）

来鹿したのは、釜山市のアロイシオ中学生サッカーチーム。山鹿
温泉祭祝賀中学サッカー大会に出場し交流を深めました。

山鹿に到着した中学生たちは、鹿央物産館で昼食したあと、市長
を表敬訪問。その後、山鹿中学校で同校サッカー部と交流試合をし
ました。滞在中は、同校サッカー部員宅にホームステイし、一緒に
温泉に行ったりするなど、サッカー以外にも日本の文化に触れ、４
日間の交流を楽しみました。

帰国の時には、「来年は韓国に来てください」とお互いに固い友
情を交わしていました。

▲船旅の疲れもなんのその。堂々の交流試合でした
▲

…韓国釜山市の中学生サッカーチーム来鹿　３月25日～28日　山鹿

…六郷小プール落成式　３月23日　六郷小学校（菊鹿）

▲見事なお点前でした

▲さあ、テープカット

素敵な絵が描かれていま
した

▲



身近な話題、情報をお寄せください！

秘書課広聴広報係　1４３‐１１１２

３万５千株のつつじと200本の桜がある日輪寺公園で
恒例のつつじ祭りがありました。

８日には、安全祈願祭や式典が行われ、テープカッ
トが行われました。この日、まだつつじの咲き始めに
は早かったものの、熊本市内からつつじを見に来たご
夫婦は「つつじがまだ咲いていないのは残念ですが、
満開の桜を眺めていいお花見でした」と喜んでいまし
た。また、期間中は、「親と子の写生大会」や「お茶会」
も開かれ、祭りを盛り上げました。

▲祭りの成功と無事を祈願して

水辺プラザかもとのオープン６周年を記念して、長さ
10ｍの巨大ピザ作りがありました。

当日は、親子や友だち同士など18組58人が参加。１時
間30分かけて丹念に焼き上げ、ビッグスケールのピザを
堪能しました。

ピザのトッピングには、有機栽培の野菜や小麦粉、ニ
ガウリの入った地鶏ソーセージなど、地元の材料がふん
だんに使われました。また、焼き方も変わっていて、生
地の片面ずつを炭火で上からあぶるというものでした。
そのため、たまに灰がかかったり、バランスを崩して炭
火が落ちたりして大変な様子でした。

関係者は「もっとピザの距離を延ばそう」と意欲的で、
次回の開催も予定されています。

▲どうですかこの長さ！

トライアル競技とは、斜面や岩登りなどを組み合わせ
たコースを、競技用のバイクで、いかに減点（足つき・
停止・転倒など）することなく走り抜けられるかを競う
モータースポーツです。

この日は、国際Ａ級スーパークラス、同Ａ級、同Ｂ級
の３部門に82選手が出場。コースは朝から降り続く雨で
とても滑りやすい状態でした。最悪のコンディションの
中、数々のテクニックで走破していく選手たちの活躍を
訪れた観戦者は堪能していました。▲バイクでこんな所もいけるのかと思うほどのすごさです

…水辺プラザかもと6周年イベント　４月10日

水辺プラザかもと

…全日本トライアル選手権第２戦　３月27日　矢谷渓谷

…日輪寺公園つつじ祭り　４月８日～24日

日輪寺公園（山鹿）

▲こうやって上からあぶります

トッピングの材料には、地元
の新鮮な材料が盛りだくさん

▲

▲桜とつつじの競演が
来場者の目を楽しま
せました



R応募時に３歳までのお子さんを募集しています。
掲載ご希望の方は、写真とメッセージ、住所、
氏名、生年月日を書いて、市役所秘書課へ郵送
またはご持参ください

Q両親からのメッセージ
いつまでも笑顔を忘れ
ずに、優しい子に育っ
てね。

ゆう

（H14.7.4生れ）下高橋（鹿本）

 

 

Q両親からのメッセージ
穂ノ佳（右）は、妹が
かわいくて仕方ないよ
うです。いつまでも、
仲良くね。

ふ ゆ み

（H17.1.19生れ）古閑（山鹿）

Q両親からのメッセージ
いつも２人の笑顔に元気をもらっています。
早く大きくな～れ。

あおい

（H14.5.20生れ）
そ う た

（H16.4.28生れ）

古閑（山鹿）

坂本医院
井上小児科
星田内科
東内科小児科
井上産婦人科
上塚外科胃腸科
徳永循環器科内科
保利病院
三森循環器科
呼吸器科病院
横手医院
さがわ医院
うちだ内科
山鹿温泉
ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ病院

144‐2763
144‐5628
143‐7100
144‐3096
144‐6615
143‐6655
144‐3111
143‐1212
142‐1234

144‐2773
144‐2540
144‐5800
143‐4151

○
○
×
○
×
×
×
×
×

×
○
○
×

○
○
○
○
×
○
○
○
○

×
○
○
○

※事前に電話申し込みが必要です。また、受診するときは母子健康手帳を持参しないと受けられません。

医療機関名 電話番号 幼児
小学

４年生
中学

３年生
地
区

山
　
　
　
　
鹿

○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○

大坪内科呼吸器科
市立病院
まえはら泌尿器科
大橋通クリニック
小林医院
福間医院
松尾医院
きくか松岡ｸﾘﾆｯｸ
桑木内科
中川医院
平井藤岡医院
武内医院
もろとみ医院
幸村医院

144‐7722
144‐2185
143‐8888
144‐5161
132‐3893
148‐9143
148‐2622
148‐2055
146‐2063
146‐3106
146‐2146
146‐2620
146‐4000
136‐2000

×
○
×
×
○
○
○
○
○
○
○
○
×
○

×
○
○
×
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

医療機関名 電話番号 幼児
小学

４年生
中学

３年生
地
区

菊
鹿

鹿北

鹿央

鹿
　
本

山
　
鹿

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

１期初回
１期追加
２期
３期

３～４歳
４～５歳
小学４年生（９～10歳）
中学３年生（14～15歳）

生後６～90か月未満
生後６～90か月未満
９～13歳未満
14～16歳未満

２回
１回
１回
１回

標準的な接種年齢 定期接種年齢
接種
回数

接種期間u５月から７月まで
接種料金u定期接種年齢であれば、自己負担はあり

ません。
対　象uなるべく標準的な年齢で接種しましょう。
接種場所u下表の医療機関から選んで受けてくださ

い。事前に電話申し込みが必要です。ま
た、受診するときは母子健康手帳を持参
しないと受けられません。

医療機関一覧

※４月１日号５ページ「乳幼児予防接種医療機関一覧表」に誤りがありました。幸村医院（鹿央町）は、すべての予防接種が受診可能で、
受付日時は月・火・木・金曜日の午後２時～３時半でした。訂正してお詫びします。（いきがい推進課）

対　象



日時u５月２日B 山鹿・菊鹿
日時u ９日B 山鹿・鹿北
日時u 16日B 山鹿・鹿本
日時u 23日B 山鹿・鹿央
日時u 30日B 山鹿

いずれも、13：30～15：30まで受付
場所u山　鹿 → 山鹿健康福祉センター
場所u鹿　北 → 鹿北総合支所
場所u菊　鹿 → 菊鹿健康福祉センターひまわり館
場所u鹿　本 → 鹿本生涯学習・健康センターひだまりu

鹿　央 → 鹿央多目的研修センター

k
＊３～４か月児健診（16年12月21日～17年１月20日生）
日時u５月10日C 13：30～14：30
対象u山鹿・鹿北・鹿央
＊７～８か月児健診（16年９月生）
日時u５月24日C 13：30～14：30
対象u山鹿・鹿北・鹿央
＊１歳６か月児健診（15年９月生）
日時と対象u

５月19日E 山鹿q（山鹿・大道校区）
５月31日C 山鹿w（米田・川辺・八幡・平小城・

三岳・三玉校区）、鹿北、鹿央
いずれも、13：30～14：30

k
＊乳児健診（16年９月・17年１月生）
日時u５月17日C 13：30～14：30
対象u鹿本・菊鹿

日時u５月２日B 菊鹿
９日B 山鹿・鹿北
16日B 鹿本
23日B 山鹿・鹿央

いずれも、９：30～11：00まで受付
場所u山鹿・菊鹿・鹿本・鹿央→母子健康手帳交付と同じ

鹿北→鹿北老人福祉センター
k
日時u５月18日D・25日D
日時u13：30～14：30（山鹿地区の診察は14：00から）
場所u18日：鹿本生涯学習・健康センターひだまり
場所u25日：山鹿健康福祉センター

k
日時u５月11日D 13：30～14：30（診察は14：00から）
場所u山鹿健康福祉センター

すべての行事で母子健康手帳が必要です。
忘れずにご持参ください。

幸の国健康温泉館「ゆ～かむ」では、皆さんの健康づ
くりのお手伝いをさせて頂くために、各種の教室を

開催しています。今回は、各教室の紹介をいたします。
スタジオでは、ストレッチ教室、ストレッチ・バラン

スボール教室、やさしい筋トレ教室を行っています。
ゆ～かむの床は、竹を使用しており、他の木材より柔

軟性に富み、膝や腰への負担を軽減しています。
ストレッチ教室は、筋肉を気持ちよく伸ばしてリラッ

クス効果や肩こり・腰痛の改善を目的とした教室です。
ストレッチ・バランスボール教室は、大人でも楽に座

れる位の大きなボールを使い、有酸素運動やボールを体
の上に乗せてのマッサージなど、全身のバランス感覚と

筋力の発達を促します。
やさしい筋トレ教室は、ダンベルやチューブを使っ

て、気になる部分を引き締めたりします。自宅でもで
きるような簡単なトレーニングですので、転倒予防や
痛みの解消に効果的です。

開催時間はいずれも午後１時30分から30分間の無料
教室で、どなたでも参加できます。

専門スタッフの指導のもと、とても楽しい教室なの
で一度参加されてみてはいかがでしょうか？お待ちし
ています。
【開催日】
ストレッチ教室u毎週月、水、土、日曜
ストレッチ・バランスボール教室u毎週金曜日
やさしい筋トレ教室u毎週火曜日

問合せ

お問い合わせは、各総合支所の保健師まで
山　鹿　1４３‐００５０　鹿　北　1３２‐３１１１
菊　鹿　1４８‐３１１１　鹿　本　1４６‐３１１２
鹿　央　1３６‐３１１４

幸の国健康温泉館
「ゆ～かむ」
営業時間
午前10時～午後10時
休館日 毎週木曜日
1４２‐５１００



…小さい子のためのおはなし会　　鹿本図書館

今月の開催日u５月10日C・17日C・24日C・
20日F

時　間u午前11時から（約30分）
（20日Fのみ午前10時から）

場　所u鹿本図書館（鹿本生涯学習・健康セン
ターひだまり内）

…鹿本図書館　1４６‐１３１０

図書館って、本を読んだり借りたりするだけの
所と思っていないですか？他にも楽しいことを
やっているのですよ！
というわけで、今月は鹿本図書館の「小さい子
のためのおはなし会」を紹介します。

【
相
談
内
容
】

知
ら
な
い
業
者
か
ら
葉
書
が
送
ら
れ
て
き
た
。
そ

こ
に
は
「
ご
当
選
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
50
型

の
プ
ラ
ズ
マ
テ
レ
ビ
が
当
た
り
ま
し
た
。
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
専
用
電
話
に
す
ぐ
連
絡
を
」
の
文
字
が
。
不
審

に
思
っ
た
が
、
懸
賞
に
よ
く
応
募
す
る
私
は
「
も
し

や
」
と
の
期
待
も
あ
り
、
電
話
を
か
け
て
み
た
。

す
る
と
「
商
品
発
送
の
手
数
料
に
２
万
円
か
か
る

の
で
、
そ
の
分
を
振
り
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
入
金
確

認
後
、
商
品
を
発
送
し
ま
す
」
と
言
わ
れ
た
。「
着
払

い
か
代
引
き
で
は
ダ
メ
か
」
と
聞
く
と
、「
で
は
他
の

応
募
者
に
回
し
ま
す
」
と
の
返
事
。「
入
金
し
て
商
品

が
届
か
な
い
こ
と
は
な
い
か
」
と
聞
く
と
大
丈
夫
と

言
わ
れ
た
が
心
配
だ
。

【
ア
ド
バ
イ
ス
】

典
型
的
な
「
当
選
商
法
」
と
思
わ
れ
ま
す
。
今
回

の
よ
う
に
送
付
手
数
料
を
振
り
込
む
よ
う
指
示
し
、

い
ざ
振
り
込
む
と
連
絡
が
取
れ
な
く
な
る
と
い
う
手

口
で
す
。「
も
し
か
す
る
と
」
と
い
う
心
理
を
悪
用
し

た
詐
欺
で
す
。

対
応
策
は
、

q
心
当
た
り
が
な
い
か
落
ち
着
い
て
考
え
て
み
る

家
族
や
友
人
な
ど
に
も
相
談
し
確
認
す
る
。

w
安
易
に
電
話
し
な
い

個
人
情
報
が
伝
わ
り
悪
用
さ
れ
る
恐
れ
が
あ
る
。

不
安
な
と
き
は
商
工
振
興
課
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
！

…
商
工
振
興
課
　
1
43
‐
１
４
１
３

問
合
せ

問合せ

さと し

りゅうせい ひ か り

今日、初めて最後ま
で参加できました。前
回は、この子が途中で
飽きたのか脱走しちゃ
って。（笑）

１冊の絵本を読んで
もらって、次の絵本に
移る間にする手遊びが
私もこの子も楽しいで
すね。スキンシップの
いいお手本になると思
うので、おすすめです。

この子たちが絵本好
きで、家も近所なので
よく利用しています。

私も絵本を読んであ
げるんですけど、司書
の方は、さすがにお上
手ですね。とても参考
になります。

私も見習って、この
子たちの興味を釘付け
にできるような読み方
をマスターしたいです。

※お名前は、お母さん・お子さんの順にご紹介しています



そ ら

初めて来たとき楽しかった
ので、今日で２回目の参加で
す。この子は、まだ絵本より
ここで遊ぶことの方が好きな
ようで動き回って大変ですが、
私も一緒に楽しめるのでこの
会が気に入ってます。

暖
か
く
な
り
ド
ラ
イ
ブ
や
ハ
イ
キ
ン
グ
な
ど
で
行

楽
地
に
遊
び
に
出
か
け
る
季
節
に
な
り
ま
し
た
。

行
楽
地
に
よ
る
火
の
取
扱
い
の
不
注
意
で
、
全
国

的
に
林
野
火
災
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
バ
ー
ベ
キ
ュ

ー
な
ど
で
火
を
使
っ
た
と
き
は
、
完
全
に
消
火
し
ま

し
ょ
う
。

ま
た
、
た
ば
こ
の
吸
い
殻
は
必
ず
消
し
、
車
か
ら

の
た
ば
こ
の
投
げ
捨
て
は
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

み
な
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
心
が
け
で
火
災
を
防
ぐ

こ
と
が
で
き
ま
す
。
行
楽
地
で
の
火
災
を
な
く
し
ま

し
ょ
う
。

な な み

ほ の か

ここで本を借りて、返却に来る
日にちょうどやっていることが多
いので参加しています。

この子は、ここで読んでもらっ
た本のことをなんとなくおぼえて
いるみたいです。途中でする手遊
びもお気に入りみたいですよ。

今日、初めて参加しま
した。絵本の種類が豊富
で、たくさんそろってい
るのでうれしいですね。

この子には、夜寝ると
きに絵本を読んであげる
ように心がけています。
読んでもらう絵本に興味
を持ってくれたし、手遊
びも気に入ってくれたよ
うなので、これからも参
加してみようかなと思っ
ています。



本
園
は
、
旧
山
鹿
市
の
中
央
部
に
位
置
し
、

３
歳
児
・
４
歳
児
・
５
歳
児
あ
わ
せ
て
128
名

の
園
児
が
い
ま
す
。

子
ど
も
の
育
ち
の
危
う
さ
や
子
育
て
環
境

の
悪
化
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
昨
今
、
保
護

者
と
一
体
と
な
っ
た
保
育
活
動
を
と
お
し
て
、

保
護
者
も
子
ど
も
も
元
気
な
幼
稚
園
づ
く
り

を
し
て
い
ま
す
。

散
歩
で
出
会
っ
た
方
に
あ
い
さ
つ
を
す
る

と
「
あ
た
た
ち
の
声
ば
聞
い
て
、
元
気
が
出

た
」
と
言
わ
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、
子
ど
も
の

元
気
を
山
鹿
の
街
に
発
進
で
き
な
い
か
と
考

え
て
み
ま
し
た
。

山
鹿
は
温
泉
の
街
で
す
。
温
泉
の
由
来
を

知
り
、
温
泉
の
恵
み
に
感
謝
す
る
祭
り
に
参

加
す
る
こ
と
で
、「
山
鹿
が
好
き
な
子
」
に
育

っ
て
欲
し
い
と
の
思
い
が
あ
り
ま
す
。

山
鹿
温
泉
祭
の
市
民
総
踊
り
「
陽
・
謡
・

踊
」
へ
の
参
加
も
今
年
で
３
回
目
に
な
り
ま

し
た
。
園
児
親
子
と
職
員
180
名
で
参
加
し
て
、

楽
し
い
思
い
出
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
見

物
の
方
々
か
ら
「
祭
り
が
賑
わ
っ
て
よ
か
っ

た
」
と
喜
び
の
声
を
聞
く
こ
と
も
で
き
ま
し

た
。こ

れ
か
ら
も
幼
稚
園
児
の
元
気
を
発
進
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

市
の
中
心
、
へ
そ
に
あ
る
当
園
は
、
県
内

で
も
数
少
な
い
３
歳
未
満
児
専
門
の
保
育
所

で
す
。
平
成
12
年
に
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
た

現
在
の
場
所
に
移
転
し
、
乳
児
保
育
を
中
心

と
し
た
児
童
の
心
身
の
健
全
発
達
に
努
め
て

い
ま
す
。

個
性
と
人
格
を
尊
重
し
、
思
い
や
り
の
あ

る
や
さ
し
い
子
ど
も
を
育
て
る
こ
と

q
基
本
的
な
生
活
習
慣
と
社
会
性
が
身
に

付
く
よ
う
に
保
育
し
ま
す
。

w
年
齢
や
個
性
に
応
じ
た
心
身
の
発
達
を

図
り
ま
す
。

e
自
然
に
親
し
み
、
楽
し
い
雰
囲
気
の
中
で

情
緒
お
だ
や
か
な
子
ど
も
に
育
て
ま
す
。

r
家
庭
と
の
つ
な
が
り
を
密
に
し
、
保
育

の
調
和
を
は
か
り
ま
す
。

乳
児
食
、
離
乳
食
に
よ
る
完
全
給
食
で
す
。

離
乳
食
は
発
育
、
発
達
状
態
に
応
じ
て
前
・

中
・
後
期
と
ご
家
庭
と
一
緒
に
進
め
て
い
き

ま
す
。

q
看
護
師
を
常
勤
さ
せ
、
園
児
の
健
康
管
理
　

を
心
が
け
ま
す
。

w
排
泄
の
時
間

は
、
各
時
間

ご
と
の
区
切

り
や
個
人
差

に
合
わ
せ
て

と
っ
て
あ
り

ま
す
。

e
０
歳
児
は
、

子
ど
も
さ
ん

に
応
じ
て
お

む
つ
交
換
、

午
睡
、
授
乳

を
行
い
ま
す
。

満
開
の
桜
が
風
に
ゆ
ら
れ
、
見
事
な
花
吹

雪
の
シ
ャ
ワ
ー
が
17
年
度
の
ス
タ
ー
ト
を
祝

福
し
て
く
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

岳
間
保
育
園
で
は
、「
小
規
模
保
育
園
な
ら

で
は
の
良
さ
」
を
フ
ル
に
生
か
し
て
、
き
め

細
か
い
、
丁
寧
な
保
育
を
モ
ッ
ト
ー
に
し
て

い
ま
す
。
園
児
に
と
っ
て
は
「
家
庭
の
よ
う

な
園
」、
保
護
者
に
と
っ
て
は
「
実
家
の
よ
う

な
園
」
そ
ん
な
温
か
さ
に
あ
ふ
れ
る
保
育
園

づ
く
り
を
職
員
一
同
目
指
し
て
い
ま
す
。

今
年
は
、
０
歳
児
を
含
む
20
名
で
の
ス
タ

ー
ト
で
す
。
鹿
北
で
は
、
昨
年
か
ら
新
入
園

児
が
少
な
く
な
り
、
こ
れ
ま
で
の
入
園
式
に

代
わ
り
「
お
迎
え
の
会
」
を
開
く
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
こ
の
会
は
、
新
入
園
児
の
保
護

者
の
み
を
お
招
き
す
る
、
園
児
と
の
お
見
知

り
の
集
い
で
す
。

年
長
児
さ
ん
の
力
強
い
歓
迎
の
言
葉
に
、

保
護
者
の
み
な
さ
ん
か
ら
「
お
兄
さ
ん
お
姉

さ
ん
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
ね
」
と
声

が
か
け
ら
れ
る
と
、
園
児
た
ち
は
「
ハ
イ
！
」

と
頼
も
し
い
返
事
を
返
し
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
保
護
者
、
保
育
園
職
員
と

も
に
笑
顔
の

満
ち
あ
ふ
れ

る
「
広
場
」

と
し
て
、
地

域
の
み
な
さ

ん
に
愛
さ
れ

る
保
育
園
を

目
指
し
て
い

き
ま
す
。

▲みんなで参加した温泉祭の「陽・謡・踊」

144‐2961

143‐1154

132‐2459

▲子どもだけでなく、
お父さんもお母さん
もみんなで「よろし
くね！」



※
４
月
１
日
号
当
コ
ー
ナ
ー
で
紹
介
し
た
施
設
一
覧
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
マ
ッ
プ
番
号
29
の
八
玉
保
育
園
の
地
区
区
分
は
山
鹿
地
区
で
し
た
。
訂
正
し
て
お
詫
び
し
ま
す
。（
広
聴
広
報
係
）

山鹿子育て支援センター

鹿北子育て支援センター

菊鹿子育て支援センター

鹿本子育て支援センター

鹿央子育て支援センター

つどいの
広場

ぽかぽか

おさか童夢

43‐1270

32‐3194

48‐3111

46‐2635

36‐2150

43‐0050

43‐1155

広　場　名 電話番号

子どもの病気が回復してきたけれど、登園させ
るには無理かな…と思われるとき、お預かりし
て保護者も子どもも安心して過ごせるように子
育てを応援しています。

★おおむね１歳から小学生低学年まで
★１日2,000円（減免制度があります）

※お問い合わせは
病後児保育室（山鹿保育園内）
1４３‐１２８１

「子育ての手助けをしてほしい人」と「子育てのお手伝
いをしたい人」が会員となって、お互いに助け合う会
員組織です。（有償のボランティア）
例えば、保育施設等の送迎や帰宅後のお預かりなど。

※お問い合わせは
山鹿市社会福祉協議会　山鹿支所
1４４‐８８００



３月25日、市内の各小学校では、卒業式が一斉に行わ
れました。本校でも、桜の花びらが一輪二輪と咲く中で、
19名の卒業生が巣立っていきました。

卒業生と在校生との呼びかけ。卒業生は小学校での思
い出を、なつかしむように、一つひとつ心をこめて語り
かけ、在校生は卒業生とのふれあいを、感謝をこめて述
べていきました。

そのうち、卒業生のまぶたから、一人二人と涙がこぼ
れ落ち、それを目のあたりにした在校生からも、涙、涙。

前日の練習まで出ていた歌声が、涙のためにうまく歌
えないほどでした。とくに、在校生の泣き声は式が終わ
っても続いていました。「これだけ涙のあった卒業式は初
めてだった」と来賓・保護者・先生方は話していました。

日頃から、上級生が下級生をいたわってくれたたまも
のだと感じた一日でした。 ▲楽しかったこと、きつかったこと。その思い出が次への力につなが

っていくことでしょう

小学校・中学校の話題をお届け！

１．必要のない荷物を降ろす
トランクや車内に必要のない荷物

を積んだまま運転すると、車の重量
が増えるので燃費が悪くなります。

例えば、ゴルフバック１個（約
10o）を積んだままにしていると、
１年間でガソリン約2.5リットルを
無駄に使ってしまいます。

コーナーで車体がふらつく原因に
もなり、運転に集中できないことも。

２．定期的に点検と整備を
タイヤの空気圧、エアクリーナー

などをチェックしてみましょう。タ
イヤの空気圧が適正値の４分の１下
がっただけでも１年間でガソリン約
23リットルが無駄になります。空気
圧の下がったタイヤは、ハンドル操
作も重くなり危険です。

エアクリーナーが汚れていると加
速が鈍くなるので、よけいにアクセ
ルを踏む原因にもなります。

１．無用なアイドリングをやめる
アイドリングしているときにも車

はガソリンを消費します。10分間の
アイドリングストップでガソリン約
140ccを節約できるので、１年間で
は約50リットルを節約できます。

アイドリングストップは、５秒以
上行うと効果が得られるので、待ち
合わせや荷物の積み下ろし、踏切や
信号待ちの際には、エンジンを止め
るようにしましょう。

２．急発進・急加速をしない　　
急な発進や加速は燃料を余分に使

います。同乗者への配慮も含めて、
アクセルはゆっくり、じわっと踏み
スムーズな運転を心がけましょう。

３．減速時にはエンジンブレーキを
エンジンブレーキ使用時には、エン
ジンへの燃料供給がカットされるた
め、それだけ燃費が良くなります。

早めにアクセルを戻し、エンジン
ブレーキを効かせながら減速して、
最後にブレーキを踏むようにすれば、
燃費に優しく、スムーズな運転がで
きます。

４．早めのギアチェンジを
燃費は高速のギアでエンジンの回

転数を抑えて走るほどが良くなりま
す。早めのシフトアップを心がけま
しょう。オートマ車であれば、ＯＤ
（オーバードライブ）のスイッチを
入れておけば、同様の効果を得られ
ます。

５．エアコンの使用を控えめにする
エアコン使用時はエンジンの回転

数が高くなるため、燃費が悪くなり
ます。寒いときは厚着に、暑いとき
には窓を開けるなど工夫をしてみま
しょう。また、エアコンを付けっぱ
なしにせず、こまめに切るだけでも
効果は違います。



山
鹿
短
歌
会

三
月
例
会

安
永
蕗
子
選
・
監
修

降
り
し
き
る
雪
の
さ
な
か
を
紛
れ
ゆ
く
混
沌

と
し
て
吾
が
行
く
先
も
　
　
　
田
中
美
千
代

朝
霧
に
涙
の
ご
と
き
を
滴

し
づ
くす

る
カ
ー
ブ
ミ
ラ

ー
の
奥
に
森
あ
り
　
　
　
　
　
富
田
　
豊
子

傘
さ
し
て
誰
か
来
そ
う
な
ち
ら
ち
ら
と
雪
降

る
昼
を
一
人
愉
し
む
　
　
　
　
友
枝
　
英
子

あ
じ
さ
い
短
歌
会

朝
刊
を
抱
き
て
雪
の
宿
り
せ
り
夜
明
け
も
や

ま
ず
降
り
し
き
る
雪
　
　
　
　
山
口
　
信
博
　

時
報
鳴
り
日
付
変
り
ぬ
真
っ
さ
ら
な
三
月
六

日
里
の
静
寂
　
　
　
　
　
　
　
横
尾
　
ト
シ

戦
争
と
平
和
の
昭
和
生
き
て
き
て
七
十
四
度

目
の
今
日
誕
生
日
　
　
　
　
　
野
口
　
暉
夫

※
四
月
号
の
吉
田
敏
子
さ
ん
の
短
歌
は
「
お

ど
ろ
き
て
飛
び
立
つ
鷺
の
羽
ば
た
き
は
意

外
に
温
し
そ
の
羽
打
つ
風
」
で
し
た
。

（
あ
じ
さ
い
短
歌
会
）

山
鹿
俳
句
会

岩
岡
中
正
選

病
窓
に
風
花
見
舞
ひ
く
る
る
日
よ服

部
　
道
子

暖
か
や
寝
た
子
の
鼓
動
胸
に
抱
く宇

野
　
　
剛
　

千
も
咲
く
椿
落
花
を
浴
び
な
が
ら本

田
　
孝
子

山
鹿
川
柳
会

三
月
例
会

越
猪
百
笏
選

偏
差
値
の
ナ
イ
フ
で
子
等
の
夢
削
る

荻
　
た
か
し

命
火
を
細
々
も
や
す
ケ
ア
ハ
ウ
ス小

松
喜
美
代

老
い
同
志
酒
は
主
役
を
降
り
て
ゆ
く

相
川
　
柳
詩

河
鹿
会
　
肥
後
狂
句

四
月
例
会

古
賀
楽
居
選

天
　
ど
っ
ち
も
ど
っ
ち
境
の
杭
が
行
き
来
す

る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
森
山
　
旬
彩

地
　
花
見
弁
当
一
輪
そ
え
て
病
む
友
に

飯
田
　
東
原

人
　
平
身
低
頭
ワ
ン
マ
ン
だ
っ
た
影
も
無
ぁ

古
田
千
万
歩

鹿
北
短
歌
会

二
月
例
会

中
満
重
明
選
　

大
寒
に
餅
米
二
升
漬
け
お
き
て
寒
ざ
ら
し
粉

を
今
年
も
作
る
　
　
　
　
　
　
田
中
　
和
子

一
椀
が
三
度
の
食
の
常
と
な
り
老
い
の
リ
ズ

ム
と
犬
の
綱
と
る
　
　
　
　
　
中
満
　
博
行

か
わ
せ
み
に
逢
は
む
と
待
て
ば
さ
ざ
波
の
か

な
づ
る
ご
と
し
も
早
春
賦
の
歌

徳
永
　
則
子

菊
鹿
短
歌
会

三
月
作
品

塵
埋
む
る
背せ

な
に
触
れ
し
か
凛
と
し
て
今
朝
香

に
た
て
り
沈
丁
の
花
　
　
　
　
黒
田
　
衣
子

小
鳥
ら
の
囀

さ
え
ずり

に
目
覚
む
る
里
の
家
車
輌
の

音
も
朝
は
清す

が
し
き
　
　
　
　
　
中
原
　
英
子

咽
痛
く
声
ほ
そ
ぼ
そ
と
語
ら
ひ
て
三
月
五
日

の
夕
暮
れ
の
雪
　
　
　
　
　
　
森
田
　
洋
子

銀
河
俳
句
会

耕
し
て
客
土
を
均
す
花
菜
風

な
た
ね
か
ぜ

酒
井
　
睦
美

神
木
の
樹
齢
は
知
ら
ず
木
の
芽
風村

上
　
綾
子

桜
咲
く
子
安
観
音
吉
み
く
じ

内
古
閑
ひ
と
み

わ
さ
び
会
　
肥
後
狂
句

春
の
香
り
園
児
折
っ
た
節
句
び
な岡

山
　
お
筆

さ
わ
や
か
さ
笑
顔
で
児こ

等ら

の
ご
挨
拶

小
野
三
ツ
葉

月
あ
か
り
泣
く
孫
騙
し
一
巡
り

古
閑
マ
ル
ミ

短
歌
教
室

三
月
勉
強
会

頑
か
た
く
なな

わ
れ
を
ほ
ど
く
か
如
月
の
や
は
ら
陽

ざ
し
が
背せ

な

を
包
め
り
　
　
　
　
戸
上
ノ
ブ
子
　

こ
の
道
を
曲
が
れ
ば
い
ま
も
わ
れ
を
待
つ
父

母
在
る
ご
と
し
ふ
る
さ
と
の
家

永
田
　
節
子

弥
生
と
ふ
雪
の
荒す

さ
び
に
紅
梅
の
開
花
間
ぎ
は

の
花
芽
哀
し
も
　
　
　
　
　
波
多
野
シ
ノ
ブ
　

俳
句
教
室

三
月
例
会

互
選

春
田
打
つ
ほ
ど
よ
く
乾
き
土
匂
ふ本

田
　
義
雄

ち
ら
ち
ら
と
舞
散
る
雪
の
し
じ
ま
か
な

島
田
　
絹
枝

四
温
の
日
歩
行
訓
練
距
離
伸
ば
し福

島
　
幸
代

高
齢
者
肥
後
狂
句
ク
ラ
ブ

三
月
例
会

松
井
爆
笑
選

世
論
が
味
方
高
か
ハ
ー
ド
ル
越
え
ら
る
る

寺
本
凡
久
良
　

よ
か
チ
ャ
ン
ス
こ
こ
で
待
ち
駒
打
っ
と
こ
う

立
山
　
連
峰

衣
替
え
山
野
も
緑
取
り
戻
し

富
田
　
亀
水

鹿
央
短
歌
会

三
月
作
品

園
児
等
の
二
〇
〇
近
く
で
打
ち
な
ら
す
楽
の

音
ひ
び
く
県
立
劇
場
　
　
　
　
吉
田
と
し
子

水
仙
の
つ
ぼ
み
震
は
せ
如
月
の
北
風
吹
け
り

空
重
く
し
て
　
　
　
　
　
　
　
有
働
千
亀
子

栗
の
木
の
四
十
五
年
の
大
木
を
細
切
り
し
た

る
に
我
菌
を
打
つ
　
　
　
　
　
井
手
　
幸
子



●
山
鹿
小
学
校
で
は
、
生
徒
さ
ん
た
ち

が
委
員
会
を
作
り
、
毎
年
ベ
ル
マ
ー
ク

を
集
め
て
い
ま
す
。
市
役
所
に
も
そ
の

募
集
箱
が
置
い
て
あ
り
、
そ
の
お
礼
の

手
紙
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

去
年
は
、
た
く
さ
ん
ベ
ル
マ
ー
ク
を

集
め
て
く
だ
さ
っ
て
、
ど
う
も
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
お
か
げ
さ
ま
で

去
年
は
約
14
万
点
を
集
め
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
今
年
も
た
く
さ
ん
集
ま
る

と
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

山
鹿
小
ベ
ル
マ
ー
ク
委
員
会

このコーナーでは、みなさんか
らの投稿を主に紹介します。
広報紙を読んだ感想、うれしか
ったこと、知ってもらいたいこ
と、イラスト、写真など、文章
の長短、ジャンルは問いません。
お待ちしています！

■投稿上の注意
・投稿は、郵送または持参でお

願いします。
・住所・氏名・年齢の記入をお

忘れなく。（匿名希望、ペンネ
ーム使用の場合でも）

・絵や写真などには、ひとこと
コメントをお願いします。
■送付先
〒861-0592 山鹿市役所秘書課
広報やまが「読者の広場」まで

ス
マ
イ
ル
Q
マ
マ
（
鹿
本
）

私
た
ち
「
ス
マ
イ
ル
Q
マ
マ
」
は
、

中
富
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
母
親
で
作
る
本
の
読

み
聞
か
せ
グ
ル
ー
プ
で
す
。
毎
月
２
回
、

中
富
小
で
読
み
聞
か
せ
の
会
を
行
っ
て

い
ま
す
。
心
豊
か
な
子
ど
も
、
読
書
好

き
な
こ
ど
も
の
育
成
を
目
指
し
て
、
今

年
で
７
年
目
に
な
り
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
の
前
で
本
を
読
む
の
は

と
て
も
緊
張
し
ま
す
が
、
う
ま
く
読
め

な
く
て
も
自
然
に
読
み
手
と
聞
き
手
が

一
体
と
な
り
、
一
緒
に
本
の
世
界
を
楽

し
ん
で
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
読
ん

だ
あ
と
に
「
お
も
し
ろ
か
っ
た
よ
。
次

は
何
を
読
む
ね
？
」
と
い
う
声
を
聞
く

と
、
緊
張
感
も
と
け
、
次
へ
の
意
欲
も

わ
い
て
き
ま
す
。

昨
年
オ
ー
プ
ン
し
た
鹿
本
図
書
館
に

も
出
か
け
、
本
を
選
ぶ
こ
と
も
多
く
な

り
ま
し
た
。

投
稿

冨
田
　
馨
さ
ん
（
熊
本
市
）

私
は
、
菊
鹿
町
出
身
で
す
。
毎
月
の

広
報
紙
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
発

行
で
大
変
ご
苦
労
が
多
い
こ
と
と
拝
察

い
た
し
ま
す
。
２
月
に
は
初
代
の
市
長

と
議
長
が
誕
生
さ
れ
ま
し
た
こ
と
を
心

か
ら
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

去
る
４
月
２
日
、
新
山
鹿
市
の
誕
生

を
記
念
し
て
旧
六
郷
村
東
部
小
学
校
卒

業
生
の
同
窓
会
を
菊
鹿
町
で
開
催
し
ま

し
た
。
今
で
は
、
全
員
70
歳
を
迎
え
、

豊
富
な
経
験
と
経
歴
の
持
ち
主
と
な
っ

た
約
30
人
の
男
女
が
参
加
し
ま
し
た
。

参
加
者
の
約
半
数
は
町
内
在
住
で
、
相

良
観
音
に
参
拝
し
て
記
念
撮
影
を
し
、

今
は
な
き
友
の
冥
福
を
祈
っ
て
１
分
間

の
黙
祷
を
さ
さ
げ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
会
場
を
恵
温
泉
に
移
し
互

い
に
杯
を
交
わ
し
な
が
ら
、
新
山
鹿
市

の
船
出
に
あ
た
り
、
少
し
で
も
舵
取
り

の
手
助
け
に
な
れ
ば
と
人
づ
く
り
を
テ

ー
マ
に
話
が
弾
み
ま
し
た
。
ま
た
、
菊

鹿
町
太
田
出
身
の
有
働
正
徳
さ
ん
を
ご

招
待
し
て
、
得
意
の
「
ひ
ょ
っ
と
こ
踊

り
」
な
ど
を
披
露
い
た
だ
く
な
ど
、
盛

会
の
う
ち
に
再
会
を
約
束
し
て
幕
を
閉

じ
ま
し
た
。

６
万
市
民
と
な
っ
た
山
鹿
市
の
ま
す

ま
す
の
発
展
を
祈
念
し
て
い
ま
す
。

投
稿

毎
年
、
年
度
末
に
は
全
校
児
童
の
前

で
発
表
を
行
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
は
、

エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー
を
行
い
ま
し
た
。

も
ち
ろ
ん
、
メ
ン
バ
ー
の
手
作
り
で
す
。

今
年
は
、
昨
年
秋
に
行
わ
れ
た
鹿
本
図

書
館
ま
つ
り
で
見
た
ブ
ラ
ッ
ク
パ
ネ
ル

シ
ア
タ
ー
の
魅
力
に
ひ
か
れ
、
ぜ
ひ
子

ど
も
た
ち
に
見
せ
て
あ
げ
た
い
と
思
い

製
作
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
今
の
子
ど

も
た
ち
に
は
、
読
解
力
の
低
下
が
叫
ば

れ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
読
み
聞
か

せ
を
と
お
し
て
本
好
き
な
子
ど
も
に
な

っ
て
ほ
し
い
、
読
書
の
楽
し
さ
を
教
え

て
あ
げ
た
い
、
そ
ん
な
思
い
か
ら
読
書

活
動
の
お
手
伝
い
が
で
き
れ
ば
と
思
っ

て
い
ま
す
。

来
年
度
は
、
全
保
護
者
に
親
子
読
書

を
呼
び
か
け
、
ふ
れ
あ
い
を
と
お
し
て

読
解
力
を
つ
け
て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て

い
ま
す
。

本
を
読
む
と
、
物
事
を
イ
メ
ー
ジ
す

る
想
像
力
も
身
に
付
き
ま
す
よ
ね
！

っ
て
私
だ
け
!?

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
70
歳
の

同
窓
会
、
持
つ
べ
き
も
の
は
友
で
す
ね
。

お
手
紙
は
昨
年
末
に
い
た
だ
い
た
の

で
す
が
、
合
併
の
た
め
、
お
知
ら
せ
版

の
広
報
紙
が
続
き
ま
し
た
の
で
、
紹
介

が
遅
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
伝
統
の
ベ
ル
マ
ー
ク
集

め
、
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
ね
！



投
稿

娘
の
友
の
死
を
悼
む

Ｍ
・
Ｉ
さ
ん
（
山
鹿
）

娘
の
同
僚
の
Ａ
さ
ん
が
丸
１
年
の
闘

病
の
末
、
生
徒
さ
ん
や
多
く
の
方
々
に

惜
し
ま
れ
な
が
ら
、
昨
年
の
12
月
に
50

歳
の
若
さ
で
亡
く
な
ら
れ
た
。

明
る
く
て
、
や
さ
し
く
、
思
い
や
り

が
あ
り
、
常
に
前
向
き
で
誰
か
ら
も
愛

さ
れ
る
方
で
し
た
。
娘
も
「
な
ん
て
い

い
人
に
出
会
え
た
の
だ
ろ
う
」
と
喜
ん

で
い
た
。

し
か
し
、
１
昨
年
の
師
走
、
病
魔
は

Ａ
さ
ん
を
容
赦
な
く
襲
っ
た
。

病
院
へ
行
か
れ
た
ら
、
な
ん
と
進
行

性
の
胃
が
ん
と
わ
か
っ
た
。
娘
か
ら
聞

か
さ
れ
た
と
き
に
は
「
な
ぜ
…
」
と
涙

が
止
ま
ら
な
か
っ
た
。

亡
く
な
ら
れ
る
２
週
間
ほ
ど
前
に
は
、

残
る
男
ば
か
り
の
家
族
を
思
い
、
衰
え

ゆ
く
身
体
に
な
お
も
む
ち
打
っ
て
、
わ

が
家
に
帰
ら
れ
た
そ
う
だ
。
そ
し
て
、

台
所
、
タ
ン
ス
の
整
理
な
ど
を
さ
れ
、

「
お
父
さ
ん
遺
影
は
こ
の
写
真
に
し
て

ね
」
と
…
。

用
を
済
ま
せ
病
院
へ
向
か
わ
れ
る
時

の
心
境
を
考
え
る
と
、
い
ま
で
も
胸
が

つ
ぶ
れ
る
よ
う
な
思
い
が
す
る
。
娘
は
、

亡
く
な
ら
れ
る
前
に
ち
ょ
っ
と
お
会
い

し
た
ら
し
く
、
そ
の
と
き
に
は
「
く
れ

ぐ
れ
も
身
体
に
は
気
を
付
け
て
」「
夫
も

今
は
仕
事
で
忙
し
い
時
期
だ
し
、
私
の

看
病
で
さ
ぞ
か
し
疲
れ
て
い
る
こ
と
だ

ろ
う
」
と
話
さ
れ
た
そ
う
だ
。

「
み
な
さ
ん
、
お
便
り
く
だ
さ
い
ね
！
」

と
書
い
て
い
る
だ
け
で
は
、
簡
単
に
は

集
ま
ら
な
い
の
が
世
の
常
で
す
…
（
笑
）

そ
こ
で
、
こ
ん
な
事
を
考
え
て
み
ま

し
た
。
月
ご
と
に
テ
ー
マ
を
決
め
て
、

そ
れ
に
ま
つ
わ
る
思
い
出
や
出
来
事
を

募
集
し
て
は
ど
う
だ
ろ
う
。

と
い
う
こ
と
で
、
６
月
の
テ
ー
マ
は
、

梅
雨

ど
う
で
し
ょ
う
か
、
み
な
さ
ん
。
投

稿
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

「
集
ま
ら
な
か
っ
た
ら
ど
う
す
る
？
」

そ
の
と
き
は
、
え
え
、
あ
れ
で
す
よ
…

広
報
係
か
ら

最
後
ま
で
家
族
を
思
い
、
相
手
を
い

た
わ
る
そ
の
姿
勢
に
、
深
く
感
銘
を
受

け
た
。
今
ま
で
私
は
、
自
分
の
老
い
や

死
に
対
し
て
漠
然
と
不
安
だ
け
を
も
っ

て
い
た
が
、
Ａ
さ
ん
の
よ
う
に
強
く
明

る
く
生
き
て
い
き
た
い
と
思
っ
た
。

ご
冥
福
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
。

広
聴
広
報
係
一
同
、
ご
冥
福
を
お
祈

り
い
た
し
ま
す
。

例
え
、
亡
く
な
ら
れ
た
と
し
て
も
、

そ
の
方
の
生
き
方
は
、
様
々
な
人
の
心

に
生
き
続
け
る
と
願
わ
ず
に
は
い
ら
れ

ま
せ
ん
。

★
今
村
　
優
杜
さ
ん

（
４
歳
・
山
鹿
）

★
永
田
　
真
琴
さ
ん

（
４
歳
・
鹿
校
通
﹇
山
鹿
﹈）

★
大
津
　
菜
緒
さ
ん

（
６
歳
・
多
久
﹇
鹿
北
﹈）

★
藤
本
　
晃
生
さ
ん

（
５
歳
・
多
久
﹇
鹿
北
﹈）

●休日は家族みんなで楽しいな

●
今
日
は
家
族
で
お
出
か
け
で
す

●
そ
れ
い
け
！
ア
ン
パ
ン
マ
ン

●大すきな、お母さん



次
に
該
当
す
る
人
は
、
申
請
に
よ
っ

て
減
免
さ
れ
ま
す
。

【
固
定
資
産
税
】

・
生
活
の
扶
助
を
受
け
て
い
る
人

・
公
益
の
た
め
に
専
用
さ
れ
て
い
る
固

定
資
産
を
所
有
す
る
人

【
軽
自
動
車
税
】

・
療
育
手
帳
の
障
害
の
程
度
が
「
Ａ
」

の
人

・
精
神
障
害
者
で
、

保
健
所
長
よ
り

証
明
書
が
発
行

で
き
る
人
。
お

よ
び
精
神
障
害

者
保
健
福
祉
手
帳
を
お
持
ち
で
障
害

等
級
が
「
１
級
」
の
人

・
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
戦
傷
病
者

手
帳
を
お
持
ち
で
、
障
害
等
級
が
主

に
「
３
級
、
３
項
症
、
３
款
症
」
以

上
の
人
　

k

申
請
の
仕
方

申
請
期
間u

５
月
24
日
c

必
要
書
類u

q
納
税
通
知
書

w
印
鑑

e
各
障
害
手
帳
ま
た
は
証
明
書
と

そ
れ
ら
の
写
し

r
運
転
免
許
証
の
写
し

t
車
検
証
の
写
し
（
原
付
は
不
要
）

※
固
定
資
産
税
の
減
免
申
請
に
は
q

と
w
の
み
の
持
参
で
結
構
で
す

…

本
庁
・
山
鹿
総
合
支
所
税
務
課

固
定
資
産
税
係
（
固
定
資
産
税
）

1
43
‐
１
１
２
１

市
民
税
係
（
軽
自
動
車
税
）

1
43
‐
１
１
２
０

鹿
北
総
合
支
所
総
務
振
興
課
固
定
資
産

税
係
・
市
民
税
係
　
1
32
‐
３
１
１
１

菊
鹿
総
合
支
所
総
務
振
興
課
固
定
資
産

税
係
・
市
民
税
係
　
1
48
‐
３
１
１
１

鹿
本
総
合
支
所
総
務
振
興
課
固
定
資
産

税
係
・
市
民
税
係
　
1
46
‐
３
１
１
１

鹿
央
総
合
支
所
総
務
振
興
課
固
定
資
産

税
係
・
市
民
税
係
　
1
36
‐
３
１
１
２

申
請
・
問
合
せ

注
意
点u

q
17
年
度
分
の
納
税
通
知
書
に
つ
い
て

は
、
17
年
１
月
１
日
が
課
税
基
準
日

の
た
め
、
旧
市
町
単
位
で
納
税
通
知

書
が
届
き
ま
す
。（
同
一
名
義
人
分

の
み
18
年
度
分
か
ら
一
本
化
さ
れ
ま

す
）

w
旧
菊
鹿
町
・
旧
鹿
本
町
・
旧
鹿
北
町

で
固
定
資
産
税
を
課
税
さ
れ
て
い
る

方
は
、
納
期
が
変
更
に
な
り
ま
す
。

e
納
税
通
知
書
に
は
第
１
期
か
ら
第
４

期
ま
で
１
年
間
分
を
一
冊
に
し
て
あ

り
ま
す
の

で
、
納
期
限

ま
で
に
納
付

し
て
く
だ
さ

い
。（
各
納

期
ご
と
の
発

送
は
あ
り
ま
せ
ん
）

日
時u

５
月
27
日
f
・
30
日
b

31
日
c

午
後
８
時
ま
で

場
所u

本
庁
税
務
課
窓
口

※
市
税
・
国
保
税
に
つ
い
て
は
、
納
期

限
を
過
ぎ
る
と
年
利
一
四
・
六
％
の
延

滞
金
を
支
払
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

忘
れ
ず
に
納
期
限
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

…
本
庁
税
務
課1

43
‐
１
１
４
４

問
合
せ

c
は
固
定
資
産
税
１

期
・
軽
自
動
車
税
全
期
・
国
民
健
康
保

険
税
２
期
の
納
期
限
と
な
っ
て
い
ま
す
。

口
座
振
替
の
方
も
残
高
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

納
付
書
を
な
く
さ
れ
た
り
、
届
い
て
い

な
い
場
合
な
ど
は
、
次
に
お
問
い
合
せ

く
だ
さ
い
。

普
通
自
動
車
税

県
鹿
本
地
域
振
興
局
税
務
課

1
４
４
‐
２
１
１
１
（
代
表
）

軽
自
動
車
税

本
庁
・
山
鹿
総
合
支
所
税
務
課
市
民

税
係
お
よ
び
各
総
合
支
所
総
務
振
興

課
市
民
税
係
（
連
絡
先
は
上
記
減
免

申
請
欄
に
同
じ
）

問
合
せ

行
政
相
談
委
員
と
は
、
行
政
全
般
に

つ
い
て
の
苦
情
や
そ
の
他
相
談
、
意
見
、

要
望
を
受
け
付
け
、
相
談
者
と
関
係
行

政
機
関
の
間
に
立
っ
て
、
公
正
・
中
立

の
立
場
で
問
題
の
解
決
や
運
営
の
改
善

に
努
め
る
方
々
で
す
。
山
鹿
で
は
、
次

の
５
名
の
方
々
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

西
川
　
勝
（
鹿
校
通
）

1
43
‐
４
６
７
４

杉
　
勝
典
（
鹿
北
町
）

1
32
‐
３
０
８
０

小
澄
　
隆
（
菊
鹿
町
）

1
48
‐
３
２
０
２

森
本
弘
毅
（
鹿
本
町
）

1
46
‐
２
６
８
２

前
田
義
博
（
鹿
央
町
）

1
36
‐
３
５
７
３

対
象
者u

q
山
鹿
地
区
交
通
安
全
協
会
会
員

w
６
月
30
日
現
在
運
転
免
許
取
得
後

10
年
・
20
年
・
30
年
ま
た
は
40
年

以
上
経
過

e
本
年
６
月
30
日
か
ら
さ
か
の
ぼ
っ

て
10
年
・
20
年
・
30
年
ま
た
は
40

年
の
間
行
政
ま
た
は
刑
事
上
の
処

分
を
受
け
た
こ
と
が
な
い

r
本
年
６
月
30
日
か
ら
さ
か
の
ぼ
っ

て
過
去
３
年
間
交
通
違
反
が
な
い

申
請
期
間u

５
月
23
日
b
〜
６
月
10
日
f

…
山
鹿
地
区
交
通
安
全

協
会
事
務
局
（
山
鹿
警
察
署
内
）

1
44
‐
０
１
１
０

申
込
・
問
合
せ



「
看
護
の
日
」
に
ち
な
ん
で
、
自
分

の
健
康
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

料
金
は
無
料
で
す
。

日
時u

５
月
10
日
c
午
前
10
時
〜
正
午

場
所u

山
鹿
市
立
病
院

内
容u・

身
体
測
定
（
身
長
・
体
重
・
血

圧
・
血
糖
・
体
脂
肪
）

・
相
談
（
栄
養
・
リ
ハ
ビ
リ
・
看
護

福
祉
）

・
介
護
用
品
の
展
示

…
山
鹿
市
立
病
院

1
44
‐
２
１
８
５

問
合
せ

水
道
水
・
井
戸
水
検
査
の
精
度
が
高

く
な
り
、
料
金
も
新
し
く
な
り
ま
し
た
。

受
付
時
間u

午
前
９
時
〜
11
時
ま
で

採
水
容
器u

保
健
所
に
あ
る
専
用
の
容

器
（
無
料
）
を
使
用
し
て

く
だ
さ
い
。

料
金u

10
項
目
検
査

１
万
５
百
円

細
菌
検
査
の
み

・
大
腸
菌
と
一
般
細
菌

２，

５
２
０
円

・
大
腸
菌
　
　
２，

１
７
０
円

・
一
般
細
菌
　
１，

８
４
０
円

※
そ
の
他
、
ヒ

素
・
フ
ッ
素
・

ホ
ウ
素
・
鉄
・

マ
ン
ガ
ン
な
ど

も
で
き
ま
す
。

…
山
鹿
保
健
所1

44
‐
４
１
２
１

問
合
せ

社
会
保
険
事
務
所
の
専
門
官
が
相
談

を
受
け
ま
す
。
年
金
手
帳
や
年
金
証
書

な
ど
基
礎
年
金
番
号
が
わ
か
る
も
の
を

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

日
時u

５
月
11
日
D
・
25
日
D

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

場
所u

市
役
所
本
庁
１
階
会
議
室

…
本
庁
国
保
年
金
課

1
43
‐
１
５
３
０

問
合
せ

５
月
１
日
〜
７
日
ま
で
の
「
憲
法
週

間
」
に
ち
な
ん
で
、
山
鹿
裁
判
所
で
は

手
続
相
談
会
（
無
料
法
律
相
談
）
を
行

い
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

日
時u

５
月
９
日
b

午
前
10
時
〜
午
後
３
時
ま
で

場
所u

熊
本
地
方
・
家
庭
裁
判
所
山
鹿

支
部

担
当
員u

民
事
・
家
事
調
停
委
員
、
検

察
庁
、
法
務
局
お
よ
び
検
察

審
査
会
の
各
職
員
お
よ
び
弁

護
士

相
談
内
容u

民
事
・
刑
事
の
法
律
相
談
、

サ
ラ
金
・
破
産
問
題
、
離

婚
・
相
続
等
の
問
題
、
登

記
、
人
権
問
題
な
ど

…
熊
本
地
方
・
家
庭
裁
判
所
山
鹿
支
部

1
44
‐
５
１
４
１

問
合
せ

悪
質
商
法
の
多
様
化
賃
金
未
払
い
な

ど
多
く
の
問
題
の
中
で
、
140
万
円
以
下

の
ト
ラ
ブ
ル
を
対
象
に
、
面
接
お
よ
び

電
話
に
よ
る
無
料
相
談
会
で
す
。

日
時u

５
月
14
日
g

午
前
10
時
〜
午
後
４
時
ま
で

場
所u

熊
本
県
司
法
書
士
会
館
２
階

（
熊
本
市
大
江
４
丁
目
４
番
34
号
）

相
談
方
法u

面
接
・
電
話
双
方
随
時
受
付
可
能

相
談
電
話u

096
‐
364
‐
０
８
０
０

…
司
法
書
士
　
村
山
鉄
次

1
096
‐
370
‐
４
７
５
０

相
談
は
無
料
で
す
の
で
お
気
軽
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

日
時u

５
月
12
日
E

午
後
１
時
半
〜
４
時

場
所u

青
少
年
ホ
ー
ム
（
市
役
所
裏
）

…
本
庁
商
工
振
興
課

1
43
‐
１
４
１
３

問
合
せ

【
山
鹿
】

q
一
般
相
談u

５
月
６
日
f

w
子
ど
も
生
活
相
談u

５
月
13
日
f

e
司
法
相
談u

５
月
20
日
f

い
ず
れ
も
午
前
９
時
〜
正
午

場
所u

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

1
43
‐
１
１
３
４

事
前
問
合
せ

【
鹿
北
】

q
一
般
相
談u

５
月
２
日
B

w
子
ど
も
生
活
相
談u

５
月
10
日
c

e
消
費
生
活
相
談u

５
月
17
日
c

い
ず
れ
も
午
前
９
時
〜
正
午

場
所u

鹿
北
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

1
32
‐
２
６
９
６

【
菊
鹿
】

q
一
般
相
談u

５
月
11
日
d

w
子
ど
も
生
活
相
談u

５
月
18
日
d

e
警
察
相
談u

５
月
25
日
d

い
ず
れ
も
午
前
９
時
〜
正
午

場
所u

菊
鹿
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

ひ
ま
わ
り
館1

48
‐
５
０
６
０

【
鹿
本
】

q
一
般
相
談u

５
月
２
日
B

w
子
ど
も
生
活
相
談u

５
月
10
日
c

e
法
律
相
談u

５
月
17
日
c

q
と
w

午
前
９
時
〜
正
午

e

午
前
10
時
〜
正
午

場
所u

鹿
本
高
齢
者
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
「
親
和
荘
」

1
46
‐
２
２
０
６

【
鹿
央
】

q
一
般
相
談u

５
月
11
日
d

w
子
ど
も
生
活
相
談u

５
月
18
日
d

e
心
の
悩
み
相
談u

５
月
25
日
d

い
ず
れ
も
午
前
９
時
〜
正
午

場
所u

鹿
央
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

1
36
‐
３
８
１
１

…
社
会
福

祉
協
議
会
・
本
所

1
48
‐
４
６
６
６

問
合
せ



おはなし会の活動している方、またはこれからやってみたい方を対象に、
絵本のことや話し方などを取り入れた「おはなし会講座」を開催します。
講習日u５月14日g・28日g ６月25日g

７月９日g・23日g

時間u１５：００～１７：００　
場所u生涯学習健康センター「ひだまり」内視聴覚室

…鹿本図書館1４６‐１３１０（当日受付可）問合せ

消
費
生
活
の
多
様
化
に
よ
っ
て
、
消

費
者
生
活
相
談
窓
口
に
寄
せ
ら
れ
る
相

談
も
多
様
化
・
複
雑
化
し
、
相
談
件
数

も
増
加
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
消
費
生
活
に
関
す
る
知
識

や
消
費
ト
ラ
ブ
ル
等
の
事
例
を
紹
介
し
、

被
害
を
未
然
に
防
ぎ
、
自
立
し
た
消
費

者
と
し
て
の
意
識
を
高
め
て
も
ら
う
た

め
に
、
講
師
の
派
遣
を
行
っ
て
い
ま
す
。

対
象u町

内
会
、
老
人
会
、
婦
人
会
、
事
業

主
な
ど
の
団
体
、
ま
た
は
、
ご
近
所

や
友
だ
ち
な
ど
（
10
人
程
度
）

講
演
時
間u

希
望
す
る
日
の
午
前
９
時
〜
午
後
４

時
ま
で
の
う
ち
１
時
間
程
度
（
都
合

に
よ
り
協
議
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
）

場
所u

会
場
は
申
込
団
体
で
準
備
し
て

く
だ
さ
い

申
込
方
法u

希
望
日
の
15
日
前
ま
で
に
　

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

…
本
庁
商
工
振
興
課

1
43
‐
１
４
１
３
　

問
合
せ

性
別
に
と
ら
わ
れ
ず
、
個
性
と
能
力

を
発
揮
で
き
る
男
女
共
同
参
画
の
推
進

の
た
め
、
条
例
や
行
動
計
画
、
そ
れ
に

基
づ
く
総
合
的
施
策
を
審
議
す
る
委
員

を
募
集
し
ま
す
。

募
集
人
員u

２
人
以
内

募
集
資
格u

q
山
鹿
市
内
在
住

w
男
女
共
同
参
画
に
関
心
が
あ
る
方

e
20
歳
以
上
（
４
月
１
日
現
在
）

r
議
員
ま
た
は
常
勤
の
公
務
員
以
外

t
年
３
回
程
度
の
会
議
へ
の
出
席
し

て
い
た
だ
き
ま
す

出
席
さ
れ
た
場
合
は
市
規
定
の
報

酬
あ
り

※
委
員
の
任
期
は
２
年
間
で
す

応
募
方
法u

・
申
込
書

は
、
本

庁
人
権

啓
発
課

お
よ
び

各
総
合

支
所
市

民
福
祉

課
で
配

布
し
ま
す

・
「
男
女
共
同
参
画
社
会
の
た
め
に
必

要
な
こ
と
」
に
つ
い
て
４
百
字
詰
め

原
稿
用
紙
３
枚
以
内
の
作
文

応
募
締
切u

５
月
31
日
c

…
本
庁
人
権
啓
発
課
男
女
共
同

参
画
推
進
係
　
1
43
‐
１
１
９
９

問
合
せ

国
土
交
通
省
で
は
、
地
域
の
川
に
親

し
む
こ
と
を
目
的
に
「
河
川
愛
護
モ
ニ

タ
ー
」
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
期
限u

５
月
31
日
c

募
集
人
員u

２
人

活
動
範
囲
・
内
容u

菊
池
川
両
岸
　

山
鹿
大
堰
〜
上
流
へ
３
d

上
内
田
川
両
岸

水
辺
プ
ラ
ザ
附
近
（
梶
屋

堰
〜
下
流
へ
３
d
附
近

・
月
に
２
〜
３
回
程
度
情
報
提
供

・
モ
ニ
タ
ー
会
議
へ
の
参
加
　
な
ど

募
集
資
格u

活
動
範
囲
よ
り
５
d
以
内
に
居
住
し

日
常
的
に
川
に
接
し
親
し
ん
で
い
る

20
歳
以
上
の
方

※
任
期
７
月
１
日
か
ら
１
年
間

※
謝
礼
（
月
額
４，

５
８
０
円
）
あ
り
　

…
国
土
交
通
省
菊
池
川
河
川
事

務
所
山
鹿
出
張
所
1
44
‐
２
１
７
７

問
合
せ

試
験
区
分u

一
般
事
務
・
電
気
・
機
械
・
土
木

建
築

受
付
期
間u

７
月
４
日
b
〜
20
日
d

一
次
試
験
日u

９
月
25
日
a

受
験
資
格u

昭
和
59
年
４
月
２
日
〜

63
年
４
月
１
日
生
ま
れ

※
申
込
書
は
５
月
18
日
d
配
布
開
始
　

…
福
岡
防
衛
施
設
局
総
務
部
総

務
課
人
事
係
　
1
092
‐
483
‐
８
８
１
５

問
合
せ

3

【
保
育
士
試
験
】

願
書
受
付u

５
月
９
日
b
〜
20
日
f

試
験
日u

筆
記
試
験
　
８
月
３
日
d
・
４
日
e

実
技
試
験
　
10
月
中
旬

…
県
子
ど
も
家
庭
福
祉
課

1
096
‐
383
‐
１
１
１
１

（
内
線
７
１
２
５
）

【
調
理
師
試
験
】

願
書
受
付u

６
月
６
日
b
〜
10
日
f

試
験
日u

８
月
16
日
c

試
験
会
場u

県
立
大
学

受
験
資
格u

中
学
卒
業
程
度
で
、
２
年

以
上
飲
食
店
な
ど
で
調
理

事
務
経
験
の
あ
る
方

願
書
提
出
先u

県
保
健
所

…
山
鹿
保
健
所
　
1
44
‐
４
１
２
１

ま
た
は
、
県
庁
健
康
づ
く
り
推
進
課

1
096
‐
383
‐
１
１
１
１
（
内
線
７
０
７

４
・
７
０
７
５
）

問
合
せ

問
合
せ

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
た
講
座
が
、

本
年
度
よ
り
新
設
さ
れ
ま
し
た
。

経
営
系
６
コ
ー
ス
、
技
術
系
11
コ
ー

ス
が
あ
り
、
24
時
間
ア
ク
セ
ス
可
能
な

の
で
、
忙
し
い
人
で
も
無
理
な
く
学
べ

ま
す
。

受
講
料
の
２
分
の
１
を
助
成
し
ま
す
。

会
社
や
商
店
の
人
材
育
成
に
活
用
し
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

…
本
庁
商
工
振
興
課

1
43
‐
１
４
１
３

問
合
せ



内
容u

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ダ
ン
ス
や

軽
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
を
と
お
し
て
、

健
康

づ
く

り
と

会
員

同
士

の
親

睦
を

図
り
ま
す
。

期
間u
５
月
中
旬
〜
翌
年
３
月
ま
で

午
前
９
時
半
〜
11
時
半

（
月
３
回
開
催
）

会
費u

年
３
千
円

申
込
期
限u

５
月
12
日
E
ま
で

…
社
会
体
育
課
（
総
合

体
育
館
内
）

1
43
‐
０
０
９
０

申
込
・
問
合
せ

定
員u

10
名
程
度
（
新
人
の
方
）

受
講
日u

毎
月
４
回
（
５
月
か
ら
）

（
日
曜
１
回
と
土
曜
３
回
の
予
定
）

時
間u

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

講
座
会
場u

博
物
館

（
別
会
場
変
更
も
有
り
）

受
講
料u

５
千
円
（
年
会
費
）

講
師u

山
崎
信
治
氏

※
材
料
代
な
ど
は
別
途
個
人
負
担

…
福
島
1
43
‐
５
６
０

２
ま
た
は
山
崎
1
44
‐
４
５
６
１

申
込
・
問
合
せ

笑
い
あ
り
涙
あ
り
の
エ
ン
タ
ー
テ
イ

メ
ン
ト
ハ
ー
ト
フ
ル
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ド
ラ

マ
で
す
。
人
と
の
つ
な
が
り
か
ら
生
ま

れ
る
、「
生
き
る
勇
気
と
感
動
」
を
感

じ
て
く
だ
さ
い
。

日
時u

５
月
７
日
g
午
後
１
時
開
場

午
後
１
時
半
開
演

場
所u

八
千
代
座

入
場
料u

無
料

…
城
北
高
校

1
44
‐
８
１
１
１

問
合
せ

ク
ラ
シ
ッ
ク
ス
タ
イ
ル
の
コ
ン
サ
ー

ト
で
す

日
時u

５
月
29
日
a
午
後
３
時
半
開
場

午
後
４
時
開
演

場
所u

天
聴
の
酒
蔵

（
旧
吉
田
酒
造
場
内
）

曲
目u

愛
の
喜
び
・
パ
ス
ト
ラ
ー
ル
・

小
ワ
ル
ツ
と
テ
ィ
ロ
リ
エ
ン
ヌ
　

ほ
か

入
場
料u

大
人
　
千
５
百
円

学
生
　
千
円

…
児
玉
　
健

1
０
９
０
‐
１
１
６
６
‐
４
４
１
７

問
合
せ

う
た
っ
て
お
ど
っ
て
楽
し
い
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル
で
す
。

日
時u

５
月
17
日
c

午
後
７
時
開
演

場
所u

八
千
代
座

入
場
料u

会
員
　
無
料

一
般
前
売
り
　
３
千
円

…
山
鹿
子
ど
も
劇
場

1
44
‐
６
３
７
５

問
合
せ

相
続
人
・
相
続
分
な
ど
知
っ
て
お
い

た
ら
得
を
す
る
、
相
続
法
の
は
な
し
で

す
。受

講
料
は
無
料
で
す
の
で
お
気
軽
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時u

５
月
20
日
F

午
後
２
時
〜
午
後
４
時

場
所u

熊
本
地
方
法
務
局
山
鹿
支
局

講
座
名u

「
知
っ
て
得
す
る
」

相
続
の
は
な
し

…
熊
本
地
方
法
務
局
広
報
室

1
０
９
６
‐
３
６
４
‐
２
１
４
６

問
合
せ

日
時u

５
月
14
日
G

午
後
１
時
〜
３
時

場
所u

後
藤
宅
（
城
３
６
６
８
‐
35
）

参
加
費u

500
円

…
熊
本
生
と
死
を
考
え
る
会
・

副
会
長
　
後
藤
邦
夫

1
44
‐
７
１
８
９

問
合
せ

日
時u

５
月
22
日
A

午
後
１
時
〜
３
時

場
所u

後
藤
宅
（
城
３
６
６
８
‐
35
）

参
加
費u

500
円

＊
宗
派
と
は
一
切

関
係
あ
り
ま
せ

ん
。

筆
記
用
具
、
メ

モ
帳
を
ご
持
参

く
だ
さ
い
。

…
熊
本
生
と
死
を
考
え
る
会

副
会
長
　
後
藤
邦
夫

1
44
‐
７
１
８
９

問
合
せ

日
時u

５
月
17
日
c

午
後
７
時
か
ら

場
所u

法
事
の
館
・
夢
想
庵
（
熊
入
町
）

テ
ー
マu

ホ
タ
ル
観
賞
（
一
目
神
社
）

バ
ス
で
送
迎

会
費u

５
百
円
（
お
預
か
り
し
、
葬
祭

支
援
費
に
し
ま
す
）

…
法
事
の
館
夢
想
庵

1
43
‐
２
２
１
１

問
合
せ



k
木版画約15点を展示
期間u５月９日Bまで

k
期日u５月11日d～23日b

※ビーズアクセサリー制作体験（有料）
５月14日g・21日g 10：30～14：00

k ら っ き

和紙に描いた文字や絵を「絵はがき」や「色紙・壁掛
け」などにアレンジ
期日u５月25日d～６月６日b

珈琲庵・やまが門前美術館（九日町）
1４２‐８２００
時間u９：00～20：00（火曜定休）

k
宮本光枝作の絵本「四けんじょ物語・もうひとつの山

鹿温泉復活物語」と服部秋彦作の原画を展示
期間u５月10日Cまで

k
お皿・お盆・着物・古布で作った洋服や小物など古い

ものから新しいものまで遊びがたくさん！
期間u５月14日G～31日Cまで

Taverna蔓薔薇（日吉町）
u10：00～18：00（水曜定休） 1４３‐８９２０

k
一人の女性を油彩・水彩・デッサンなど十人十色それ

ぞれの角度から描いた絵画を展示
前期u５月２日b～14日g

k
旅で出逢った思い出の風景を油彩を中心に展示
後期u５月16日b～31日c

※最終日は午後３時まで

パスタ＆ギャラリーポポロ（鹿校通）
1４４‐４８３５
時間u11：30～21：00（日曜定休）

k
期間u５月２日b～31日c

ろうきん山鹿支店ロビー（鹿校通）
＊お問い合せは一ノ瀬建志まで 1４４‐５６０９

開催日 行　事　名 時間 料金

城北高校演劇部15周年記念公演
「ＭＩＲＡＧＥ］
新潟県中越地震チャリティー
イベントin八千代座
休館日
若柳喜久照勉強会
山鹿子ども劇場

「かいけつゾロリ」
春の豊前街道・歌踊りまつり
山鹿市地域婦人会連絡協議会総会

午後

午後

－
午後
夜間

日中
午前

無料

有料　　

－
無料
有料

無料
関係者

＊主催者の都合により時間や内容など変更になる場合があります。
なお、各催しのチケット・主催者などの問合わせは、八千代座
までどうぞ（1４４‐４００４）

７日g

８日a

11日d

15日a

17日c

22日a

29日a

k
詩聖ダンテの言葉をテーマに、イタリアの田舎町が持

つ風情とそこに住む人々の悦びから来る強さを表現した
森田貴博＆平井栄美の常設展
期間u５月５日E～31日C

k

毎年恒例の絵画サークル作品展
期間u５月19日E～24日C

Moon Art Gallery
ム ー ン ア ー ト ギ ャ ラ リ ー

（下町） 1４４‐２００５
時間u10：00～17：00（水曜定休）

１日A

３日-

４日-

５日-

８日a

15日a

22日a

29日a

横手医院／まえはら泌尿器科クリニック／
幸村医院
桑木内科／山鹿温泉リハビリテーション病院　
井上小児科医院／きくか松岡クリニック
保利病院
徳永循環器科内科医院／かもと整形外科医院
東内科小児科医院／大山産婦人科医院
山鹿回生病院／さがわ医院
くりた皮ふ科医院／小林医院

日（曜） 診療時間：午前９時～午後５時

５
月
の
休
日
在
宅
当
番
医

＊都合により変更になる場合があります（鹿本郡市医師会）

k

期間u５月15日a～６月５日a

時間u８：30～20：00

お菓子の香梅山鹿店（鹿校通）
＊お問い合せは堀川まで 1４３‐７５４３



◆およろこび◆

山　鹿 中尾大輔さんQ村上恵美さん　
川　辺 竹下竜一さんQ石原久美惠さん
平小城 福本英臣さんQ佐渡美奈子さん
三　岳 池部雄生さんQ小柳ふみさん
大　道 緒方賢二さんQ池田香織さん

江良友一さんQ豊田麻美さん　
高木　競さんQ田中　瞳さん

内　田 �木智司さんQ本田絵美さん

来　民 古江勝彦さんQ秋好美紀さん
稲　田 片山直広さんQ櫻井よしこさん

千　田 江藤勇治さんQ森はるなさん
米野岳 朝倉賢司さんQ木場幸子さん

◆うぶごえ◆

山　鹿 岡本清花さん　房　悠斗さん　
村　心さん　杉山陽菜さん

米　田　有働碧依さん
八　幡　東　琥二郎さん　古閑真希士さん
三　岳 大須賀良昭さん
三　玉 齋藤美咲さん　陶山稜太さん　
大　道 林　咲良さん　坂�紫麻さん　

木野航輔さん 島田あかりさん
牧野　遥さん　徳永智希さん

岳　間 北原旺輔さん
岩　野 信國歩ノ花さん

六　郷 冨田瀬七さん　 竹元翼沙さん
古閑暖人さん

城　北 藏原佳周さん　 木場琉悠さん

来　民 田中　萌さん　伊藤実梨さん
�川　魁さん

中　富 小野真希さん　松村吉樹さん

千　田 廣川大和さん
米野岳 米加田晃平さん　竹原雅人さん

朝倉彩奈さん　松村奈月さん

◆おくやみ◆

山　鹿 井上園己さん(36) 松井和子さん(69)
高武　新さん(78) �丸照子さん(78)
坂梨三之さん(74) 山田ミツエさん(91)
三森ミトキさん(87) 山田アイさん(90)
渕上義行さん(67) 星子キミ子さん(82)
�原文惠さん(85) 清住　篤さん(85)
本田光代さん(60) 宮本ひとみさん(44)
阪梨ユキエさん(90)

米　田 木庭忠男さん(60) 星子幸義さん(58)
立山アサメさん(84) 倉原正夫さん(86)
伊東知子さん(78) 立山チズ子さん(90)

川　辺 三浦喜眞さん(65) 
八　幡 我澤幸子さん(72) �口耕耘さん(91)
平小城 中島三善さん(90)
三　岳 古田末人さん(96) 田芳男さん(101)

上田一弘さん(75)
三　玉 木庭和重さん(80) 寺田ヌイ子さん(90)

近藤裕子さん(77) 宇野正光さん(77)
木庭ユキエさん(100)

大　道 稲吉 茂さん(87) 河上節生さん(87)
白�三郎さん(70) 吉本八重子さん(91)
中原峰樹さん(71) �永勝敏さん(80)
古家須美子さん(74) 野滿平八郎さん(84)
松本ユキさん(97) 吉里ヤツエさん(82)

岳　間 坂本孝一さん(80)
岩　野 山口忠義さん(73) 松葉貞子さん(83)

林田ハツヨさん(85)
広　見 吉田ヒロ子さん(86) 阿部シズカさん(87)

竹下トシヱ(95)

内　田 坂本ツヤコさん(88) 早田勝記さん(90)
城尾マル子さん(95) 早田春子さん(90)
有働チヨカさん(90) 田中義雄さん(78)
堤　早苗さん(77)

六　郷 栗原タマさん(97) 長野眞登士さん(90)
一法師正則さん(84) 渡邉　貢さん(88)

城　北 横田ヤスコさん(74)

来　民 林　葵(67) 古荘一二三さん(87)
木村キヌ子さん(82) 船津家光さん（86）
宮本知之さん(77)

稲　田 東ミサヲさん(91) 古荘ハツコ(83)
木下龍夫さん(77) 佐藤立憲さん(73)
眞鳥末�さん(89) 中川ナツコさん(92)

中　富 前田春雄さん(83) 上原力太郎さん(89)

千　田 興梠冨子さん(85) 大友幸資さん(54)
藤本公之さん(72) 松岡ヒサエさん(93)

米野岳 藤壷　茂さん(72)
山　内 平山　錦さん(78)

k
４月１日号「およろこび」で掲載した中山仁志さ
ん・美穂さんご夫妻の校区は米田ではなく山鹿で
した。訂正してお詫びします。



Q
こ
の
広
報
が
お
届
け
さ
れ
て
い
る
こ

ろ
、
世
の
中
は
黄
金
週
間
の
真
っ
直
中

か
と
思
い
ま
す
。
で
も
、
連
休
の
途
中

で
仕
事
の
予
定
と
か
あ
る
と
、
な
ん
か

こ
う
、「
ん
あ
ぁ
ぁ
あ
あ
！
」
じ
ゃ
な
い

で
す
か
？
（
笑
）
贅
沢
な
話
し
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
…
。

Q
と
は
い
え
、
日
頃
の
ス
ト
レ
ス
を
発

散
す
る
に
は
、
最
適
な
お
休
み
で
す
。

ゆ
っ
く
り
過
ご
す
も
よ
し
、
私
の
よ
う

に
趣
味
に
突
っ
走
る
の
も
よ
し
。
楽
し

い
連
休
を
過
ご
し
て
く
だ
さ
い
ね
！（

孝
）

Q
そ
っ
か
…
ち
ま
た
で
は
連
休
で
す
ね
。

私
の
友
だ
ち
は
10
日
間
お
休
み
だ
と
か

言
っ
て
ま
し
た
。

Q
広
報
を
担
当
し
て
初
め
て
の
黄
金
週

間
で
す
が
、
ど
の
よ
う
に
過
ご
そ
う
か

…
と
悩
ん
で
る
間
に
取
材
の
予
定
が
！

（
英
）

■編集発行
〒８６１ー０５９２
熊本県山鹿市役所
総務部秘書課
広聴広報係
10968‐43‐1112
50968‐44‐0373
（毎月１日・15日発行）

＊掲載の人名は、原則として新聞用語懇談会の取り決め
による漢字を使用しています（広聴広報係）

ホームページアドレス
http://www.city.yamaga.kumamoto.jp

エコマーク認定の再生紙を使用しています

■人口と世帯

人口　　59,785（－244）
男　　28,223（－135）
女　　31,562（＋109）

世帯数　20,652（－ 45）
３月末現在（前月末比）

▲がんばれ！菊鹿中

▲ゴールまであと少し！

▲さあ、張り切ってスタート

▲雨は降っても子どもは元気！

▲ボクもがんばったヨ

▲のびのび走るのも楽しみのひとつ

▲猛然とスタートダッシュ

春の訪れとともに、今
年も恒例のマラソン大会
がありました。
健脚を競う人、健康づ
くりのため走る人など両
大会合わせて1,635人の
参加がありました。

▲友達同士で参加かな？


